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(57)【要約】
【課題】施設内に湯を循環供給する給湯システムにおい
て、施工性、汎用性の向上、管理コストの低減を図るこ
と。
【解決手段】給湯器２と、循環装置６と、膨張タンク７
と、給水用主配管３Ａと、給湯用主配管３Ｂと、戻り主
配管４と、架台８とで構成された給湯システム１であっ
て、循環装置６が、湯水の循環経路の一部を構成する通
水配管６３と、通水配管６３内の湯水を湯水導入口６２
側から湯水導出口６１側へ流通させる循環ポンプ６５と
、循環経路内の過剰な圧力上昇を抑制する圧力逃がし弁
６４とを少なくとも備えた単一ユニットとして構成され
、架台８の上部に給湯器２を組み付け、架台８における
給湯器８の下方に循環装置６、膨張タンク７、給水用主
配管３Ａ、給湯用主配管３Ｂ、戻り主配管４を組み付け
ることにより構成されるものとしたこと。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湯水を所定温度に加熱する給湯器と、給湯配管と給湯器との間に構築される循環経路に
て湯水を循環させる循環装置と、前記循環経路における湯水の体積膨張を吸収する膨張タ
ンクと、給水配管から給湯器へ水を導入する給水用主配管と、給湯器から給湯配管へ湯を
導出する給湯用主配管と、給湯配管から循環装置へ湯水を導く戻り主配管と、これら給湯
器、循環装置、膨張タンク、給水用主配管、給湯用主配管および戻り主配管を支持する架
台とを備えた給湯システムであって、
　循環装置は、前記循環経路の一部を構成する通水配管と、通水配管内の湯水を湯水導入
口側から湯水導出口側へ流通させる循環ポンプと、前記循環経路内の過剰な圧力上昇を抑
制する圧力逃がし弁とを少なくとも備えた単一のユニットとして構成され、
　架台の上部に給湯器を組み付け、架台における給湯器の下方に循環装置、膨張タンク、
給水用主配管、給湯用主配管および戻り主配管を組み付けることにより構成される、給湯
システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の給湯システムにおいて、
　給水用主配管および給湯用主配管はそれぞれ、共通の給湯器用配管接続部および往き配
管接続部を備え、
　給湯器と給湯配管との間に湯水の循環経路を構築するにあたり、給湯器の水入口と給水
用主配管の給湯器用配管接続部とを入水管により連結し、給湯器の湯出口と給湯用主配管
の給湯器用配管接続部とを出湯管により連結し、給湯用主配管の往き配管接続部を止水栓
により封止し、循環装置の湯水導出口と給水用主配管の往き配管接続部とを往き配管によ
り連結し、循環装置の湯水導入口と戻り主配管の内配管接続部とを戻り配管により連結す
る構成とした、給湯システム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の給湯システムにおいて、
　循環装置および膨張タンクは、給湯器の前後方向に対して前後に配置された、給湯シス
テム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、給湯システム、特に、施設内の給湯配管へ速やかに湯を供給させる給湯シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホテルや総合病院等の大型施設では、要求に応じて速やかに温水利用先へ所望温度の湯
を供給できるよう、施設内の給湯配管に対して常時湯を循環供給させる所謂即湯式の給湯
システムが広く用いられている。従来、この種の給湯システムでは、給湯器や循環ポンプ
、膨張タンク、湯水配管などの構成部品を一つの架台に組み付けて単一の給湯ユニットと
したものが提案されている（例えば、特許文献１および２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１３８４９１号公報
【特許文献２】特開２００４－４４９７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の給湯システムでは、重量の重い給湯ユニット単位で搬出入や
据付を行う必要があるから、作業者に対する重量的な負荷が大きかった。また、給湯ユニ
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ットの搬入作業や据付作業にクレーン設備が必要となるから、設置場所も制限される。
【０００５】
　しかも、施設の規模が大きい場合、複数の給湯器を用いて湯水を循環供給させるように
構成されるが、上記従来の給湯システムでは、循環ポンプや膨張タンクを備えた給湯ユニ
ットとは別に、循環ポンプや膨張タンクを備えていない給湯ユニットも製造し保管してお
く必要があるから、その分、管理コストが高くなる虞もある。また、それら各給湯ユニッ
トを複数横並びで設置する際に、隣り合う給湯ユニットの湯水配管相互を連結させる手間
もかかった。
【０００６】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、その目的は、施設内の給湯配管へ湯
を循環供給させる給湯システムにおいて、施工性および汎用性の向上を図ると共に、管理
コストの低減を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、湯水を所定温度に加熱する給湯器と、給湯配管と給湯器との間に構築される
循環経路にて湯水を循環させる循環装置と、前記循環経路における湯水の体積膨張を吸収
する膨張タンクと、給水配管から給湯器へ水を導入する給水用主配管と、給湯器から給湯
配管へ湯を導出する給湯用主配管と、給湯配管から循環装置へ湯水を導く戻り主配管と、
これら給湯器、循環装置、膨張タンク、給水用主配管、給湯用主配管および戻り主配管を
支持する架台とを備えた給湯システムであって、循環装置は、前記循環経路の一部を構成
する通水配管と、通水配管内の湯水を湯水導入口側から湯水導出口側へ流通させる循環ポ
ンプと、前記循環経路内の過剰な圧力上昇を抑制する圧力逃がし弁とを少なくとも備えた
単一のユニットとして構成され、架台の上部に給湯器を組み付け、架台における給湯器の
下方に循環装置、膨張タンク、給水用主配管、給湯用主配管および戻り主配管を組み付け
ることにより構成されるものである。
【０００８】
　このものでは、少なくとも通水配管、循環ポンプおよび圧力逃がし弁が循環装置として
単一ユニット化され、且つ、膨張タンクとは別体で構成されており、これら循環装置およ
び膨張タンクを給湯器と分けて施工現場に搬入することができるから、作業者に対する重
量的な負荷を軽減できる。また、搬入作業や据付作業にクレーン設備を必要としないから
、設置場所の制限も受け難い。しかも、このものでは、循環装置および膨張タンクの配置
を、給湯器の下方に設けられる空間の位置や大きさに合わせて別個に設定できるから、給
湯システム全体を小型に集約して構成することができる。よって、設置場所の制限をより
受け難い。
【０００９】
　さらに、このものでは、複数の給湯器を設置するにあたって、給湯器が組み付けられた
架台に対して循環装置や膨張タンク、各主配管、戻り配管等を後付けで組み付けることが
できるから、既述従来の給湯システムのように、循環ポンプや膨張タンクを備えた給湯ユ
ニットと循環ポンプや膨張タンクを備えていない給湯ユニットとをそれぞれ分けて組立保
管しておく必要もない。
【００１０】
　好ましくは、上記給湯システムにおいて、給水用主配管および給湯用主配管はそれぞれ
、共通の給湯器用配管接続部および往き配管接続部を備え、給湯器と給湯配管との間に湯
水の循環経路を構築するにあたり、給湯器の水入口と給水用主配管の給湯器用配管接続部
とを入水管により連結し、給湯器の湯出口と給湯用主配管の給湯器用配管接続部とを出湯
管により連結し、給湯用主配管の往き配管接続部を止水栓により封止し、循環装置の湯水
導出口と給水用主配管の往き配管接続部とを往き配管により連結し、循環装置の湯水導入
口と戻り主配管の内配管接続部とを戻り配管により連結する構成とする。
【００１１】
　このものでは、給水用主配管および給湯用主配管に共通の配管を用いることができるか
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ら、さらに給水用主配管と給湯用主配管とをそれぞれ分けて組立保管しておく必要もない
。
【００１２】
　また、上記循環経路を構築しないで、給湯器から温水利用先への出湯経路のみ構築する
場合は、給湯器の水入口と給水用主配管の給湯器用配管接続部とを入水管により連結し、
給湯器の湯出口と給湯用主配管の給湯器用配管接続部とを出湯管により連結し、さらに、
給水用主配管および給湯用主配管の各往き配管接続部を共に止水栓により封止すればよい
ため、循環装置や膨張タンク、戻り主配管を施工現場に搬入する手間や架台に組み付ける
手間もかからない。
【００１３】
　好ましくは、上記給湯システムにおいて、循環装置および膨張タンクは、給湯器の前後
方向に対して前後に配置される。
【００１４】
　このものでは、特に給湯器を一台のみ設置する場合や二台の給湯器を後面合わせの状態
で前後に設置する場合において、給湯システムの左右幅を小さく設定することができるか
ら、設置場所の制限を一層受け難い。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のように、本発明によれば、作業者に対する重量的な負荷を軽減できるから、施工
性が向上する。また、設置場所の制限も受け難いから、汎用性も向上する。さらに、既述
従来の給湯システムのように、循環ポンプを備えた給湯ユニットと循環ポンプを備えてい
ない給湯ユニットとをそれぞれ分けて組立保管しておく必要がないから、管理コストの低
減を図ることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの概略構成図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの第１の構成を示す概略正面図
である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの第１の構成を示す概略左側面
図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの第２の構成を示す概略正面図
である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの第３の構成を示す概略正面図
である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの第３の構成を示す概略左側面
図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態に係る給湯システムの第４の構成を示す概略正面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、上記した本発明を実施するための形態について、添付図面を参照しながら詳述す
る。
【００１８】
　図１に示すように、本発明の実施の形態に係る給湯システム１は、外部の給水配管Ｌ１
から導入される水を所定温度に加熱し、対象施設内の給湯配管Ｌ２へ導出する単数或いは
複数の給湯器２と、給湯配管Ｌ２と給湯器２との間に構築される循環経路にて湯水を循環
させる循環装置６と、上記循環経路内における加熱時の湯水の体積膨張を吸収する膨張タ
ンク７と、給水配管Ｌ１と給湯器２とを繋ぐ給水用主配管３Ａと、給湯配管Ｌ２と給湯器
２とを繋ぐ給湯用主配管３Ｂと、給湯配管Ｌ２と循環装置６とを繋ぐ戻り主配管４と、外
部のガス配管Ｌ３と給湯器２とを繋ぐガス主配管５と、給湯器２や給水用主配管３Ａ、給
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湯用主配管３Ｂ、ガス主配管５、循環装置６、膨張タンク７等を組み付け支持する架台８
とで構成されている。対象施設に設けられたカランやシャワーなどの温水利用先Ｐは、給
湯配管Ｌ２から分岐している。
【００１９】
　給湯器２は、縦長略直方体状の外装ケース（給湯器本体ケース）２０を有しており、そ
の下面部には、給湯器２へ湯水を導入する入水管１１の接続部となる水入口２１と、給湯
器２から湯水を導出する出湯管１２の接続部となる湯出口２２と、給湯器２へガスを導入
するガス導入管１５の接続部となるガス入口２５とが設けられている。
【００２０】
　給湯器本体ケース２０の内部には、ガス導入管１５を通じて供給される燃料ガスを燃焼
させて燃焼排ガスを生成するバーナ２３と、入水管１１を通じて導入される湯水を上記燃
焼排ガスにより熱交換加熱し、出湯管１２へ導出する熱交換器２４とが組み込まれている
。バーナ２３のガス導入部は、内部配管を介してガス入口２５に繋がっている。また、熱
交換器２４の入水ヘッダは、内部配管を介して水入口２１に繋がっており、熱交換器２４
の出湯ヘッダは、内部配管を介して湯出口２２に繋がっている。
【００２１】
　また、図示しないが、給湯器本体ケース２０の内部には、熱交換器２４への通水量に基
づいてバーナ２３の点火や消火を行う点消火制御、熱交換器２４からの出湯温度に基づい
てバーナ２３の燃焼量の調整を行う燃焼制御など、給湯器２の出湯動作を制御する制御回
路が組み込まれている。
【００２２】
　図１および図２に示すように、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂは、一端が閉
塞され、他端に給水配管Ｌ１や給湯配管Ｌ２を接続可能な湯水配管接続部３１，３２を有
する略直管状の管体であり、互いに同一の配管構成を有している。即ち、給水用主配管３
Ａおよび給湯用主配管３Ｂは、互いに共通の配管が用いられ、給水用主配管３Ａ側の湯水
配管接続部（給水配管接続部）３１に給水配管Ｌ１が接続され、給湯用主配管３Ｂ側の湯
水配管接続部（給湯配管接続部）３２に給湯配管Ｌ２が接続される。
【００２３】
　給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂの外周部にはそれぞれ、入水管１１や出湯管
１２を接続可能な給湯器用配管接続部３３が設けられており、給水用主配管３Ａ側の給湯
器用配管接続部３３（入水管接続部３３ａ）に入水管１１の上流端が接続され、給湯用主
配管３Ｂ側の給湯器用配管接続部３３（出湯管接続部３３ｂ）に出湯管１２の下流端が接
続される。尚、入水管１１の下流端は、給湯器２の水入口２１に接続され、出湯管１２の
上流端は、給湯器２の湯出口２２に接続される。
【００２４】
　このように、給水用主配管３Ａは、入水管１１を介して給湯器２と給水配管Ｌ１とを連
結し、給湯用主配管３Ｂは、出湯管１２を介して給湯器２と給湯配管Ｌ２とを連結してい
る。尚、給湯器２が複数台設置される場合は、給湯器２の設置台数と同一数の入水管接続
部３３ａ或いは出湯管接続部３３ｂを備えた給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂが
用いられる。
【００２５】
　また、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂの外周部にはそれぞれ、循環装置６か
ら湯水を導出する往き配管１３を接続可能な往き配管接続部３６が設けられており、給水
用主配管３Ａ側の往き配管接続部３６に連結された管継手に往き配管１３の下流端が接続
される。一方、給湯用主配管３Ｂ側の往き配管接続部３６は使用しないため、止水栓３７
によって封止される。
【００２６】
　戻り主配管４は、一端に給湯配管Ｌ２を接続可能な外配管接続部４１を有し、他端に循
環装置６へ湯水を導入する戻り配管１４を接続可能な内配管接続部４２を有する略直管状
の管体であり、外配管接続部４１に給湯配管Ｌ２が接続され、内配管接続部４２に戻り配
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管１４の上流端が接続される。
【００２７】
　ガス主配管５は、一端にガス配管Ｌ３を接続可能なガス配管接続部５１を有し、他端に
ガス導入管１５を接続可能なガス導入管接続部５２を有する略直管状の管体であり、一端
側のガス配管接続部５１にガス配管Ｌ３が接続され、他端側のガス導入管接続部５２にガ
ス導入管１５の上流端が接続される。尚、ガス導入管１５の下流端は、給湯器２のガス入
口２５に接続される。
【００２８】
　このように、ガス主配管５は、ガス導入管１５を介して給湯器２とガス配管Ｌ３とを連
結している。尚、給湯器２が複数台設置される場合は、ガス導入管接続部５２の数が給湯
器２の設置台数に合致するよう、さらにガス主配管５の外周部の中間に単数或いは複数の
ガス導入管接続部５２を備えたガス主配管５が用いられる。
【００２９】
　図１に示すように、循環装置６は、一つの縦長略直方体状の筐体（循環装置本体ケース
）６０内に、上記循環経路の一部を構成する通水配管６３と、循環経路内の過剰な圧力上
昇を抑制する圧力逃がし弁６４と、通水配管６３内の湯水を湯水導入口６２から湯水導出
口６１へ流通させる循環ポンプ６５と、通水配管６３内における湯水の逆流を阻止する逆
流防止弁６６と、通水配管６３内を流通する湯水から空気を分離し回収する気水分離器６
７とを組み込み、単一のユニットとして構成されたものである。
【００３０】
　また、循環装置本体ケース６０の上部には、気水分離器６７の内部に繋がり、気水分離
器６７内に回収された空気を外部へ放出するための空気抜き弁６８が接続されている。さ
らに、図示しないが、気水分離器６７の内部には、通水配管６３内の湯水の温度を検出す
る循環水温センサが設けられている。また、通水配管６３における気水分離器６７の下流
側には、通水配管６３内の通水量を検出する循環水量センサが設けられている。
【００３１】
　湯水導出口６１および湯水導入口６２は、循環装置本体ケース６０の一方の側面部（こ
こでは、左側面部）に設けられており、通水配管６３は、これら湯水導出口６１および湯
水導入口６２相互を繋ぐ湯水の導通経路を構成している。往き配管１３の上流端は、湯水
導出口６１に接続され、戻り配管１４の下流端は、湯水導入口６２に接続される。このよ
うに、循環装置６は、戻り主配管４と給水用主配管３Ａとの間に、往き配管１３および戻
り配管１４を介して接続される。
【００３２】
　圧力逃がし弁６４、循環ポンプ６５、逆流防止弁６６および気水分離器６７は、通水配
管６３に対して上流側からこの順序で配設されている。また、通水配管６３の中間部には
、複数（ここでは、二つ）の並列管路６３０が設けられており、循環ポンプ６５および逆
流防止弁６６は、各並列管路６３０にそれぞれ設けられている。圧力逃がし弁６４は、通
水配管６３における並列管路６３０への分岐点Ｓ１より上流側に設けられ、気水分離器６
７は、通水配管６３における並列管路６３０の合流点Ｓ２より下流側に設けられている。
【００３３】
　膨張タンク７は、縦長略円柱状に形成された密閉型の缶体であり、その底部には、戻り
配管１４の中間部に分岐接続される略Ｔ字状の分岐管７１が設けられている。即ち、膨張
タンク７は、給湯配管Ｌ２と循環装置６の湯水導入口６２とを繋ぐ湯水の戻り経路に配設
される。
【００３４】
　上記のように、給湯器２の水入口２１と給水用主配管３Ａの入水管接続部３３ａとを入
水管１１によって連結し、且つ、給湯器２の湯出口２２と給湯用主配管３Ｂの出湯管接続
部３３ｂとを出湯管１２によって連結すると共に、循環装置６の湯水導出口６１と給水用
主配管３Ａの往き配管接続部３６とを往き配管１３によって連結し、且つ、循環装置６の
湯水導入口６２と戻り主配管４の内配管接続部４２とを戻り配管１４によって連結し、さ
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らに、給湯用主配管３Ｂの往き配管接続部３６を止水栓３７により封止し、給湯用主配管
３Ｂの給湯配管接続部３２および戻り主配管４の外配管接続部４１に給湯配管Ｌ２を接続
することで、給湯配管Ｌ２と給湯器２との間に湯水の循環経路が構築される。
【００３５】
　尚、上記循環経路を構築しないで、単に給湯器２から温水利用先Ｐへの出湯経路のみ構
築する場合は、戻り主配管４、循環装置６および膨張タンク７を架台８に組み付けないで
、給湯器２の水入口２１と給水用主配管３Ａの入水管接続部３３ａとを入水管１１によっ
て連結し、且つ、給湯器２の湯出口２２と給湯用主配管３Ｂの出湯管接続部３３ｂとを出
湯管１２によって連結し、さらに、給湯用主配管３Ｂの給湯配管接続部３２に給湯配管Ｌ
２を接続する。また、この場合、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂの各往き配管
接続部３６は使用しないため、何れも止水栓３７によって封止される。
【００３６】
　図２および図３に示すように、架台８は、金属製の細長板材で構成された枠体であり、
略長方形状の支持枠８０および下枠８１を側面視略逆Ｔ字状になるように組み合わせて構
成されている。
【００３７】
　支持枠８０の高さ寸法は、給湯器本体ケース２０の上下高さ寸法の略二倍に設定されて
おり、支持枠８０の前面側略上半域に給湯器２が組み付け固定され、支持枠８０の前面側
略下半域、即ち、給湯器２の下方の空間に給水用主配管３Ａ、給湯用主配管３Ｂ、戻り主
配管４、ガス主配管５、循環装置６および膨張タンク７が組み付け固定される。尚、本明
細書では、給湯器２を給湯器本体ケース２０の前面２０１側から見たときの奥行き方向を
前後方向、幅方向を左右方向、高さ方向を上下方向という。
【００３８】
　支持枠８０の前面側略下半域には、下枠８１の前上縁から左右上縁に沿って化粧パネル
８３が取り付けられる。このように給湯器２の下方の空間を化粧パネル８３で囲うことで
、上記各配管や循環装置６、膨張タンク７が直接的に風雨や埃に晒されるのを防止できる
し、給湯システム１全体の美観の向上にも寄与する。
【００３９】
　給水用主配管３Ａ、給湯用主配管３Ｂ、戻り主配管４およびガス主配管５の各主配管は
それぞれ、支持枠８０の前面側に沿って左右方向へ略水平に、且つ、上下に所定の間隔を
存して縦並びで並設されている。給水用主配管３Ａは、戻り主配管４の下側に隣接して配
設され、ガス主配管５は、給水用主配管３Ａの下側に隣接して配設され、給湯用主配管３
Ｂは、ガス主配管５の下側に隣接して配設される。尚、組立作業性が著しく損なわれたり
、循環経路の複雑化に伴う給湯性能の低下を招いたりする虞がなければ、これら各主配管
は、上記配置構成とは異なる順序で並設してもよいし、支持枠８０の後面側に沿って並設
してもよいし、支持枠８０の前面側と後面側とに分けて並設してもよい。
【００４０】
　入水管接続部３３ａ、出湯管接続部３３ｂ、往き配管接続部３６およびガス導入管接続
部５２は、何れも各配管の外周部から上向きに突設されている。また、入水管接続部３３
ａ、出湯管接続部３３ｂおよびガス導入管接続部５２は、給湯器２の下方の空間における
給湯器本体ケース２０の左側面２０２寄りの位置、即ち、給湯器２の下方左寄りの位置に
設けられている。往き配管接続部３６は、支持枠８０の左側辺８０２寄りの位置、即ち、
給湯器２の下方左寄りの位置に設けられている。このように、入水管接続部３３ａや出湯
管接続部３３ｂ、往き配管接続部３６、ガス導入管接続部５２などの各管接続部を給湯器
２の下方一側寄りの位置に設けたことで、給湯器２の下方他側寄りの位置に、循環装置６
や膨張タンク７を配置可能な空間が確保される。
【００４１】
　支持枠８０の幅寸法は、給湯器２の設置台数に応じて設定される。図２に示した給湯シ
ステム１は、給湯器２を二台横並びで設置したものであり、支持枠８０の幅寸法は、給湯
器本体ケース２０の左右幅寸法の略二倍に設定される。また、この場合、給水用主配管３
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Ａおよび給湯用主配管３Ｂには、何れも二口の給湯器用配管接続部３３を備えたものが用
いられ、ガス主配管５には、二口のガス導入管接続部５２を備えたものが用いられる。
【００４２】
　さらに、この場合、循環装置６は、一方（ここでは、右側）の給湯器２の下方の空間に
組み付け固定され、膨張タンク７は、他方（ここでは、左側）の給湯器２の下方の空間に
組み付け固定され、給水用主配管３Ａ、給湯用主配管３Ｂ、戻り主配管４およびガス主配
管５の各主配管は、循環装置６および膨張タンク７の後方の空間に組み付け固定される。
尚、組立作業性が著しく損なわれたり、循環経路の複雑化に伴う給湯性能の低下を招いた
りする虞がなければ、循環装置６および膨張タンク７は、それぞれ逆の位置に配設しても
よいし、後述する給湯器２を一台のみ設置する場合と同様、循環装置６および膨張タンク
７を支持枠８０の前後に配設してもよい。
【００４３】
　図４に示すように、給湯器２を三台横並びで設置する場合、支持枠８０の幅寸法は、給
湯器本体ケース２０の左右幅寸法の略三倍に設定される。また、この場合、給水用主配管
３Ａおよび給湯用主配管３Ｂには、何れも三口の給湯器用配管接続部３３を備えたものが
用いられ、ガス主配管５には、三口のガス導入管接続部５２を備えたものが用いられる。
【００４４】
　さらに、この場合、循環装置６は、何れか一つ（ここでは、中央）の給湯器２の下方の
空間に組み付け固定され、膨張タンク７は、その他（ここでは、左側）の給湯器２の下方
の空間に組み付け固定される。尚、組立作業性が著しく損なわれたり、循環経路の複雑化
に伴う給湯性能の低下を招いたりする虞がなければ、循環装置６および膨張タンク７は、
それぞれ逆の位置に配設してもよいし、左右の給湯器２の下方、即ち、左右離れた位置に
配設してもよい。また、後述する給湯器２を一台のみ設置する場合と同様、循環装置６お
よび膨張タンク７を支持枠８０の前後に配設してもよい。
【００４５】
　図５および図６に示すように、給湯器２を一台のみ設置する場合、支持枠８０の幅寸法
は、給湯器本体ケース２０の左右幅寸法と略同一に設定される。また、この場合、給水用
主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂには、何れも一口の給湯器用配管接続部３３を備えた
ものが用いられ、ガス主配管５には、一口のガス導入管接続部５２を備えたものが用いら
れる。尚、給湯器２を一台のみ設置する場合は、給湯用主配管３Ｂおよびガス主配管５を
架台８に組み付けずに、給湯器２の湯出口２２に給湯配管Ｌ２を直接接続し、給湯器２の
ガス入口２５にガス配管Ｌ３を直接接続するように構成してもよい。これにより、給湯シ
ステム１全体の部品点数を削減できるし、施工時の作業工数も削減できる。
【００４６】
　また、この場合、循環装置６は、支持枠８０の前面側における給湯器２の下方の空間に
組み付け固定され、膨張タンク７は、支持枠８０の後面側における給湯器２の下方に組み
付け固定される。尚、組立作業性が著しく損なわれたり、循環経路の複雑化に伴う給湯性
能の低下を招いたりする虞がなければ、循環装置６および膨張タンク７は、それぞれ逆の
位置に配設してもよい。また、支持枠８０の前面側における給湯器２の下方に十分な空間
を有していれば、循環装置６および膨張タンク７を共に支持枠８０の前面側における給湯
器２の下方に配置してもよい。図６に示した給湯システム１では、支持枠８０の前面側略
下半域にのみ化粧パネル８３が設けられているが、支持枠８０の後面側略下半域の膨張タ
ンク７６の周囲にも化粧パネル８３を設けてもよい。
【００４７】
　図７に示すように、二台の給湯器２を前後に後面合わせの状態で設置する場合、支持枠
８０の幅寸法は、給湯器本体ケース２０の左右幅寸法と略同一に設定され、支持枠８０の
前面側および後面側の略上半域にそれぞれ、給湯器２が組み付け固定される。また、この
場合、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂには、何れも二口の給湯器用配管接続部
３３を備えたものが用いられ、ガス主配管５には、二口のガス導入管接続部５２を備えた
ものが用いられる。
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【００４８】
　さらに、この場合、給水用主配管３Ａ、給湯用主配管３Ｂ、戻り主配管４およびガス主
配管５の各主配管は、支持枠８０の前面側或いは後面側に組み付け固定され、循環装置６
および膨張タンク７は、互いに異なる給湯器２の下方の空間に組み付け固定される。
【００４９】
　図示しないが、四台の給湯器２を左右横並びで二台、前後にそれぞれ後面合わせの状態
で設置する場合、支持枠８０の幅寸法は、給湯器本体ケース２０の左右幅寸法の略二倍に
設定され、六台の給湯器２を左右横並びで三台、前後にそれぞれ後面合わせの状態で設置
する場合、支持枠８０の幅寸法は、給湯器本体ケース２０の左右幅寸法の略三倍に設定さ
れる。また、これらの場合、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂには、何れも給湯
器２の台数分の給湯器用配管接続部３３を備えたものが用いられ、ガス主配管５には、給
湯器２の台数分のガス導入管接続部５２を備えたものが用いられる。
【００５０】
　さらに、これらの場合、給水用主配管３Ａ、給湯用主配管３Ｂ、戻り主配管４およびガ
ス主配管５の各主配管は、支持枠８０の前面側或いは後面側に組み付け固定され、循環装
置６および膨張タンク７は、一方（例えば、前面側）の給湯器２の下方の空間に組み付け
固定される。尚、組立作業性が著しく損なわれたり、循環経路の複雑化に伴う給湯性能の
低下を招いたりする虞がなければ、循環装置６および膨張タンク７は、支持枠８０の前面
側および後面側にそれぞれ分けて配置してもよい。
【００５１】
　このように、上記実施形態に係る給湯システム１によれば、一つの筐体（循環装置本体
ケース）６０内に通水配管６３、圧力逃がし弁６４、循環ポンプ６５、逆流防止弁６６お
よび気水分離器６７を組み込み、循環装置６として単一のユニットを構成し、且つ、膨張
タンク７とは別体で構成されており、これら循環装置６および膨張タンク７を給湯器２と
分けて施工現場に搬入することができるから、作業者に対する重量的な負荷が少ない。よ
って、施工性が良好である。また、搬入作業や据付作業にクレーン設備を必要としないか
ら、設置場所の制限も受け難い。よって、汎用性も良好である。
【００５２】
　さらに、このものでは、複数の給湯器２を設置するにあたって、給湯器２が組み付けら
れた架台８に対して循環装置６および膨張タンク７を施工現場にて後付けで組み付けるこ
とができるから、既述従来の給湯システムのように、循環ポンプや膨張タンクを備えた給
湯ユニットと循環ポンプや膨張タンクを備えていない給湯ユニットとをそれぞれ分けて組
立保管しておく必要がない。また、このものでは、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管
３Ｂに共通の配管が用いられているため、給水用主配管３Ａと給湯用主配管３Ｂとをそれ
ぞれ分けて組立保管しておく必要もない。これにより、管理コストの低減を図ることも可
能である。
【００５３】
　しかも、このものでは、循環装置６および膨張タンク７の配置を、給湯器２の下方に設
けられる空間の位置や大きさに合わせて別個に設定できるから、給湯システム１全体を小
型に集約して構成することができる。よって、設置場所の制限をより受け難く、汎用性が
一層良好である。特に、給湯器２を一台のみ設置する場合や、二台の給湯器２を後面合わ
せの状態で前後に設置する場合に、循環装置６および膨張タンク７を、給湯器２の前後方
向に対して前後に配置すれば、給湯システム１の左右幅を小さく設定することができるか
ら、設置場所の制限を受け難い。よって、汎用性が一層向上する。
【００５４】
　上記実施の形態では、給水用主配管３Ａおよび給湯用主配管３Ｂにそれぞれ、共通の給
湯器用配管接続部３３および往き配管接続部３６が設けられたものを説明したが、給水用
主配管３Ａにのみ往き配管接続部３６が設けられたものであってもよいし、給水用主配管
３Ａ側の給湯器用配管接続部３３（入水管接続部３３ａ）と給湯用主配管３Ｂ側の給湯器
用配管接続部３３（出湯管接続部３３ｂ）とがそれぞれ異なる接続構造を有するものであ
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ってもよい。
【符号の説明】
【００５５】
１　　　給湯システム
１１　　入水管
１２　　出湯管
１３　　往き配管
１４　　戻り配管
２　　　給湯器
２０　　給湯器本体ケース
２１　　水入口
２２　　湯出口
３Ａ　　給水用主配管
３Ｂ　　給湯用主配管
３３　　給湯器用配管接続部
３６　　往き配管接続部
４　　　戻り主配管
４２　　内配管接続部
６　　　循環装置
６０　　循環装置本体ケース（筐体）
６１　　湯水導出口
６２　　湯水導入口
６３　　通水配管
６４　　圧力逃がし弁
６５　　循環ポンプ
７　　　膨張タンク
８　　　架台
８０　　支持枠
Ｌ１　　給水配管
Ｌ２　　給湯配管
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